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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・看護グループ内の研修（訂正について）

日　時：　2月4日（月）、5日（火）、7日（木）、8日（金）17：20～18：30
　　　　　　場　所：　メンタルケア病棟　3階会議室
　　　　　　対　象：　病院全スタッフ（看護・介護・コメディカル・事務）
　　　　　　テーマ：　医療従事者としての姿勢と行動（グループワーク）
　　　　　　講　師：　佐々木健之ＡＯＭ
　　※グループ分けの都合上、出欠は1/31厳守となります。（1/28締切日延長）
　　※名前がない方は、名前と出欠を入力していきましょう。
　　　業務の都合で参加出来ないスタッフは、2/11～2/15の期間に再研修を行います。
· 移動希望・上司評価は各自で印刷しＡＯＭへ提出して下さい。（2/11締切日）

· インフルエンザ・ノロウィルス等に感染し長期で休む場合は、出勤出来る前の日に上司に連絡を入れる事になりましたので周知していきましょう。

· 月末です。進捗状況の入力・委員会出席が日勤帯の場合は記入していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 平　勝利様～本日、ご家族様付き添いにて9：40～13：40までメガネのきくやへ眼鏡を作

りに出かけています。出来上がりは2/3の予定です。（メガネのきくやさんが病

院へ届けて頂けるとの事）メガネが届いたら、最初掛けなれないことから、ふらついたりすると思われます。眼鏡の管理方法も含めてスタッフから説明し関わっていきましょう。

　　　　　　　　定期薬の変更リントン（3）～リントン（1.5）に減薬となっています。

· 菊地　明子様～本日、15：30～退院療養検討会を実施しています。

　　　　　　　　　定期薬：リーマス（200）2T～炭酸リチウム（100）へ変更となっています。

· 倉橋　生子様～定期薬：ロナセン（4）（抗精神病薬）2T 3×ndE～ロナセン（4）1T

　　　　　　　　　1×vdsに変更になります。

· 赤坂　順市様～明日の定期薬から3・4日分となります。セット後はミスのないよう確認して

いきましょう。

· 伊藤　五十二様～閉塞性黄疸にて、八戸赤十字病院入院中でしたが、経過良く肝機能の値も

落ち着き、2/5（火）にMRI予定のみとなっています。その間、特に予定ないことから、1/31（木）午前11時に当院へ転院となります。部屋は、306号室になります。

· 坂本　秀男様～306号室→401号室へ移動しています。

＜注目患者様ケース検討＞

· 山田　隆雄様～本日、再度レントゲンを施行しています。川端Drより確認し所見無しとの事

です。但し、疼痛が消失するまで活動や作業は経過観察とするとの指示出て

います。弁護士から小遣い8.000円届き、本人受け取っています。今後、ま

だ買い物が出来ない状態ですのでスタッフが代行となります。

· 稲垣　恵理子様～本日、「白い封筒や荷物が届いていないか」確認に来られています。スタッ

フ付き添いにてご家族へ電話をかけています。本人は「面会にいつ来るか

まだはっきりしないそうだ」と人事のように話されています。一人で病棟

を離れる事なく経過されています。引き続き、単独での病棟を離れる事の

ないよう所在確認をしていきましょう。

＜事故の振り返り＞

· 山田　隆雄様～1/26（土）午後1：30頃、病院入り口付近の坂道にて転倒。左側大転肢強打

するもそのまま買い物へ出かけている。

· 赤坂　順市様～1/26（土）午前10：20頃、病院入り口付近の坂道にて転倒。後頭部を打撲し

ている。

○　原因→凍結路面での危険性に対する認識がなかった。

　　　　　　ズックでの外出。

○　今後の対策→冬物の靴を履く。

　　　　　　　　　帽子・手袋を身に着ける。

　　　　　　　　　表面玄関前の階段を使用する事。

　　　　　　　　　凍結路面の危険性について理解していただく。

· 転倒等あったらすぐスタッフへ報告する事を徹底していきましょう。

＜田名部Dr診察＞

・　菊地　明子様～最近の調子については「ドキドキです」と話されるも表情は良い。夜間

の睡眠は、「中途覚醒あるも大体はとれている」と自らの発語も聞かれていま

す。現処方で継続との事です。退院後の初外来受診日は、2/4（月）の予定と

なっています。

· 倉橋　生子様～身体的に脱肛の訴えあり、本人は肛門部ではなく、膣の方であると話してい

ます。赤十字病院の婦人科受診を希望されています。精神科状態的に特変は

ないが、外出中、道路の真ん中での他患者様と会話したりと逸脱した様子も

見られています。下肢の重さ等の訴えある事から定期薬減量となっています。

引き続き、訴え時には傾聴し精神の安定を図れるよう関わっていきましょう。

